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主要木材の短期需給見通し(平成１９年第３四半期及び平成１９年第４四半期)

の概要

国産材（製材用丸太）１

製材用丸太の需要は、新設住宅着工戸数がわずかに減少するものの、木造住宅

一戸当たり床面積は昨年並みと見込まれ、また、外材の高騰を受け国産材へのシ

フトが進むと見込まれることから 平成１９年第３四半期は２９０万ｍ 程度 前、 （３

年同期比(以下同じ。)103.6％）、平成１９年第４四半期は３３０万ｍ 程度（99.3３

％）になるものと見通される。

米材２

（１）丸太

需要は、新設住宅着工戸数がわずかに減少するものの、木造住宅一戸当たり

床面積は昨年並みと見込まれることなどから、平成１９年第３四半期は８２万

ｍ 程度 98.5％ 平成１９年第４四半期は８３万ｍ 程度(105.8％ になるも３ ３（ ）、 ）

のと見通される。

供給は、需要動向を反映し、平成１９年第３四半期は８０万ｍ 程度（100.4３

％ 平成１９年第４四半期は８２万ｍ 程度 111.9％ になるものと見通され）、 （ ）３

る。

（２）製材品

需要は、新設住宅着工戸数がわずかに減少するものの、木造住宅一戸当たり

床面積は昨年並みと見込まれることなどから、平成１９年第３四半期は７９万

ｍ 程度 97.4％ 平成１９年第４四半期は８４万ｍ 程度 98.1％ になるも３ ３（ ）、 （ ）

のと見通される。

供給は、需要動向を反映し、平成１９年第３四半期は８０万ｍ 程度（99.8３

％ 、平成１９年第４四半期は８３万ｍ 程度（96.7％）になるものと見通され） ３

る。

欧州材（製材品）３

供給は、集成材用ラミナとして需要があるものの、欧州市場の好況やユーロ

高などにより産地価格が上昇しており、在庫調整が進むと見込まれることなど

から、平成１９年第３四半期は７４万ｍ 程度（99.5％ 、平成１９年第４四半３ ）

期は７５万ｍ 程度（95.3％）になるものと見通される。３

南洋材４

（１）丸太

製材用丸太の需要は、梱包及びパレット向けの需要があるものの、産地高や

資源的制約が見込まれることなどから、平成１９年第３四半期は３万ｍ 程度３
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（98.2％ 、平成１９年第４四半期は３万ｍ 程度（74.0％）になるものと見通） ３

される。

また、合板用丸太の需要は、新設住宅着工戸数がわずかに減少と見込まれる

ことなどから、平成１９年第３四半期は３０万ｍ 程度（99.9％ 、平成１９年３ ）

第４四半期は３０万ｍ 程度（97.5％）になるものと見通される。３

一方、製材用、合板用を合わせた丸太の供給は、需要動向を反映し、平成１９

年第３四半期は３１万ｍ 程度 71.9％ 平成１９年第４四半期は３１万ｍ 程３ ３（ ）、

度（88.5％）になるものと見通される。

（２）製材品

需要は、梱包材など一定の需要があると見込まれ、平成１９年第３四半期は

１３万ｍ 程度（96.4％ 、平成１９年第４四半期は１３万ｍ 程度（100.0％）３ ３）

になるものと見通される。

供給は、需要動向を反映し、平成１９年第３四半期は１３万ｍ 程度（94.0３

％ 、平成１９年第４四半期は１２万ｍ 程度（95.1％）になるものと見通され） ３

る。

北洋材５

（１）丸太

需要は、合板用原料として一定の需要が見込まれることから、平成１９年第

３四半期は１１５万ｍ （100.4％ 、平成１９年第４四半期は１１５万ｍ 程度３ ３）

（104.6％）になるものと見通される。

供給は、産地における輸出税の引き上げにより供給の見合わせが見込まれる

ことなどから、平成１９年第３四半期は９０万ｍ 程度（81.4％ 、平成１９年３ ）

第４四半期は９０万ｍ 程度（96.6％）になるものと見通される。３

（２）製材品

供給は、現地での製品輸出指向が丸太輸出税の引き上げにより一層高まると

、 （ ）、見込まれることなどから 平成１９年第３四半期は２５万ｍ 程度 119.7％３

平成１９年第４四半期は２７万ｍ 程度（108.7％）になるものと見通される。３

ニュージーランド・チリ材６

（１）丸太

需要は、梱包及びパレット向けに需要が見込まれるものの、コスト高から合

板向けの需要が伸びないと見込まれることから、平成１９年第３四半期は２２

万ｍ 程度 98.3％ 平成１９年第４四半期は２３万ｍ 程度 91.0％ になる３ ３（ ）、 （ ）

ものと見通される。

供給は、需要動向を反映し、平成１９年第３四半期は２３万ｍ 程度（108.0３

％ 、平成１９年第４四半期は２３万ｍ 程度（97.4％）になるものと見通され） ３

る。
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（２）製材品

需要は、梱包及びパレット向けに一定の需要が見込まれるものの、産地価格

などが上昇していることから、平成１９年第３四半期は１３万ｍ 程度（99.7３

％ 、平成１９年第４四半期は１４万ｍ 程度（99.7％）になるものと見通され） ３

る。

供給は、在庫の状況などから、平成１９年第３四半期は１３万ｍ 程度（90.4３

％)、平成１９年第４四半期は１１万ｍ 程度（75.5％）になるものと見通され３

る。

合板７

国内製造合板と輸入合板を合わせた総需要量は、新設住宅着工戸数がわずかに

減少するものの、木造住宅一戸当たり床面積は昨年並みと見込まれることなどか

ら、平成１９年第３四半期は２０５万ｍ 程度（98.6％ 、平成１９年第４四半期３ ）

は２０５万ｍ 程度（100.2％）になるものと見通される。３

輸入合板の供給量は、需要動向を反映しつつも在庫の状況などから、平成１９
３ ３年第３四半期は１２０万ｍ 程度（96.5％）、平成１９年第４四半期は１２３万ｍ

程度（93.0％）になるものと見通される。

国内製造合板の供給量は、針葉樹合板の需要が堅調であることから、平成１９

年第３四半期は８１万ｍ 程度 98.7％ 平成１９年第４四半期は８３万ｍ 程度３ ３（ ）、

（97.7％）になるものと見通される。

構造用集成材８

、 、輸入集成材の供給量は ユーロ高などによる産地価格の上昇や在庫の状況から

平成１９年第３四半期は２０万ｍ 程度（92.8％ 、平成１９年第４四半期は住宅３ ）

着工動向を反映して、２１万ｍ 程度（100.0％）になるものと見通される。３

また、国内製造集成材の供給量は、需要が堅調であるものの、集成材用ラミナ

製品がコスト高となっていることから、平成１９年第３四半期は３７万ｍ 程度３

（96.6％ 、平成１９年第４四半期は３７万ｍ 程度（96.6％）になるものと見通） ３

される。


